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視  察  研  修

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

◇
視
察
日　

令
和
元
年
10
月
28
日

◇
視
察
先　

愛
媛
県
四
国
中
央
市

　
　
　
　
　

新
宮
小
中
学
校

◇
調
査
事
項　

　
　

小
規
模
特
認
校
事
業

◇
調
査
結
果

　

①
特
認
校
に
な
る
ま
で
の
経
過

　
　

平
成
16
年
に
２
市
１
町
１
村
が

合
併
し
四
国
中
央
市
と
な
っ
た
。

　
　

少
子
化
や
過
疎
化
で
学
校
運
営

は
難
し
く
な
っ
た
が
、
「
新
宮
に

学
校
を
残
し
た
い
」
と
の
首
長
の

強
い
思
い
が
開
校
に
つ
な
が
る
。

　
　

平
成
19
年
度
か
ら
、
教
育
特
区

申
請
に
よ
り
新
宮
中
学
校
で
の
小

中
一
貫
教
育
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
　

平
成
29
年
度
に
解
体
し
、
建
設

費
13
億
円
で
新
宮
小
中
学
校
を
新

築
し
た
。

　
　

通
学
は
、
校
区
外
の
児
童
生
徒

は
全
員
ス
ク
ー
ル
タ
ク
シ
ー
で
の

送
迎
で
、
約
１
時
間
以
内
で
通
学

可
能
な
範
囲
と
し
て
い
る
。

　
②
児
童
生
徒
数

　
　

今
年
度
小
学
生
44
人
、
中
学
生

17
人
の
61
人
。
将
来
的
に
は
各
学

年
10
人
を
目
指
し
て
い
る
。
入
校

は
申
請
後
面
接
し
、
合
否
判
定
を

行
う
。

　
③
良
か
っ
た
点

　
　

教
育
活
動
に
幅
と
深
ま
り
が
で

き
た
。
少
人
数
で
行
き
届
い
た
教

育
が
行
え
、
部
活
で
団
体
が
組
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
④
課
題

　
　

地
元
の
保
護
者
と
町
外
の
保
護

者
と
の
思
い
が
噛
み
合
わ
な
い
こ

と
が
あ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
や
教
育

支
援
費
等
は
、
他
校
よ
り
保
護
者

負
担
が
多
い
。

　
⑤
所
感

　
　

大
栃
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒

が
減
少
し
て
お
り
、
今
回
の
小
規

模
特
認
校
に
つ
い
て
、
当
市
で
も

検
討
し
て
は
。

間
伐
で
保
水
力
が
安
定

◇
視
察
日　

令
和
元
年
11
月
29
日

◇
視
察
場
所

　
　

香
美
郡
殖
林
組
合
所
有
林

　
　

（
西
又
・
河
野
林
道
）

◇
調
査
内
容

　
　

香
美
郡
殖
林
組
合
（
南
国
市
・

香
南
市
・
香
美
市
）
は
、
共
同
で

郡
有
林
を
管
理
し
て
い
る
。
間
伐

施
業
の
委
託
先
の
香
美
森
林
組
合

の
案
内
で
調
査
し
た
。

　
　

作
業
道
や
列＊
状
間
伐
さ
れ
た
郡

有
林
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。

　
　

間
伐
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
山

に
日
光
が
入
り
下
草
が
生
え
、
山

が
健
全
に
管
理
さ
れ
る
。
こ
の
こ

と
で
、
安
定
し
た
水
の
供
給
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
、
Ｈ＊
型
架
線
集
材
技
術
を

活
用
し
た
高
効
率
の
搬
出
間
伐
を

計
画
し
て
い
る
。

森林・林業・林産業活性化推進香美市議会議員連盟視察
＊
列
状
間
伐
＝
定
量
伐
採
の
一
部
で
、

高
性
能
林
業
機
械
に
よ
っ
て
列
状
に
間

伐
す
る
方
法
。

＊
Ｈ
型
架
線
集
材
技
術
＝
架
線
を
Ｈ
型

に
索
張
り
を
し
て
大
面
積
集
材
が
可
能

で
、
生
産
性
が
向
上
す
る
が
、
地
形
に

よ
る
制
限
や
、
大
量
の
資
材
が
不
可
欠

な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

森
の
モ
リ
く
ん

森
の
モ
リ
く
ん

や
な
せ
た
か
し


